
 

 
 

   幹事 押野 一郎 
・桶川イブニング RC と北本 RC
の創立合同記念講演会のお知らせ
をテーブル配布しました。6/23
（木）YouTube での開催となるそ
うです。 
・６/20（月）の例会は、年度総
括です。各部門委員長、委員長は
発表をよろしくお願いします。 

 
 

 
■ゴルフ部会 小林 政良 
６/17（金）～19（日）、宮古島での親睦
旅行を計画しました。ゴルフと観光を
考えています。ぜひご参加を。 
明日５/31（火）までにお返事ください。 
 

  
 
■青少年奉仕委員会 委員長  
配島 信恵 

ホストファミリーのご経験のある、
藤池会員と小島会員に、青少年交換
の留学生受け入れ時の貴重なエピソ
ードをお話しいただきます。 

■藤池 誠治 会員 
 
青少年交換 
ロータリー青少年交換に参加する学生は、最長で
1 年間、母国以外の国で、ホストファミリーと生
活を共にし、学校へ通います。ロータリーの長期
と短期の青少年交換プログラムによって、参加者
は、新しい生活様式、さらには新しい言語、そし
て自分自身についても多くのことを発見するこ
とになります。また参加者は、自国やその文化、
自分の考えを出会った人々に伝える若き親善使
節として、親しい友人を作りながら、世界を一つ
にする役割を担います。 

 
・交換留学性が来日する前に、２ヶ月ごとのホス
トを決める必要がある（６家族） 
・原則として、クラブの会員が日常の生活以外の
体験をさせる 

 
 
・ジェニー（オーストラリア） 
お父さんもホストしました 
・ミホ（ブラジル） 
20 年以上たった今でも、文通 
・アメリカ 
職業人、 
牛タンを初めて食べたようだ 
・ブラジル 
すき焼きをごちそうしようと
したが、南米は牛肉食べない 
・アン（アメリカ） 
「帰りたい」と言った子 
・スティーブ（オーストラリア） 
段ボールいっぱいに折りたたみ傘をオーストラリア
に送っていた、写真を撮っても人を入れない 
 

・セーラ (オーストラリア） 
重度の小児麻痺（右足を引きづって歩くくらい） 
両親が懇願して送ってきた 
箱根に旅行（富士山を見に） 
伊奈学園に通えない 
「もうちょっと日本にいたい」 
ロータリアン皆、交代で朝、学
校まで一年間、送って行く 
靴は３足替えた 
今でも手紙をくれる 

 
多くの会員（６家族）で預かり、
情報を申し送り 
※大宮西は大きな RC なので、
一番活動しなければならない
大事な事業は「人を扱う」活動。
積極的にやって相互理解する
ことが大切 
中村会員に「高校生にすすめる」
と話した→ご子息をアメリカ
に送った 

人種差別の問題はある（東洋人、中国・韓国） 
ロータリーは奉仕をする会。相互扶助→奉仕の精神、
奉仕の最たるものは身体を動かす、人と付き合うこ
とであると考えます。 
来年度は交換留学生の事業を積極的に参加してほし
いと思います。 
 
 
■小島 徹 会員 
受け入れを初めて経験し戸惑
った者として、経験した事を
そのまま具体的にお話させて
いただきます。今後、ホストフ
ァミリーを引き受ける方の一
助になれば幸いです｡ 
 
留学生 ドミニーに関して 

 
初めてホストを引き受けたのは、内山年度（2013-14
年）で、留学生はカナダのオンタリオ州出身で可愛い
女の子で、ドミニーです。 
大宮北高校に２年生で編入。当時の校長は、現さいた
ま市教育長の細田真由美先生で、当時から留学生の
受け入れにも積極的に取り組んでおられましたので、
大変心強かったです。 
 
【他のホストファミリーについて】 
カウンセラーは木本会員で、受け入れに関しまして
は細かくご指導いただきました。 
ホストは基本２ヶ月交代で回していきます。 
ドミニーの場合、最初が中村健一会員、２番目が私、
３番目が野村證券 君波会員、４番目が新見会員、 
５番目が齊藤照夫会員、最後が小峰会員。 
 
【ホストファミリーの注意事項について】 
ホストファミリーに決まると同時に、事細かな注意
マニュアルがまいります。 
・特に注意する点は、木本カウンセラーにも重々言
われていたのですが、とにかく「お客様扱いをしな
い事」。が、これがおもてなしの心を持っている日本
人にはなかなか難しい事でした。彼女の部屋の襖を
明るく張り替えたり、畳の上にカーペットを敷いた
り、新しく勉強机を購入したり結構気を使ってしま
いました。 
・贅沢な食事に行ったり、豪華な旅行をしたり、高額
な贈りものをしたり、決められた以上に小遣いを渡
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